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和布刈神事　（表紙の写真説明）

　和布刈神事は神功皇后が三韓征伐からの凱旋を祝って、自ら神主となり、早鞆の瀬戸のワカ

メを神前にささげたという古事に由来しています。昔は「神事を見ると目がつぶれる」と言わ

れ、神罰を恐れて拝観する者はありませんでしたが、戦後から拝観は解禁となっています。行

事は、毎年旧暦元日の早朝に行われます。横代湯立神楽が奉納された後、3人の神職が干潮の

海に降りて鎌でワカメを刈りとり、それを神前に供えて航海の安全、豊漁を祈願します。

 漆黒の闇を背景に烏帽子、狩衣、白足袋に草履姿の神職たちが、松明を頼りにワカメを刈り

とる様子は幻想的で、関門海峡両岸の人々に春の訪れが近いことを感じさせてくれます。



－ 1 －

ご 挨 拶
門浪会会長 古井　保子（北高 13期）

若葉の緑も清々しい頃となりました。
皆様には令和６年度 会報誌 17 号をお届け致します。
発行にあたりご寄稿、広告のご提供にご協力いただきあり

がとうございました。
会報誌は門浪会 活動の報告ならびに会員の情報、ふる里

だより等を集め掲載しています。
母校が閉校し 15 年経過致しましたが、同窓会門浪会は引

き継がれ活動しています。

一昨年本部におきましても新しい役員、事務局、広報委員
が選出され、月一度の会議を開き、役割分担を決め、目標を
掲げ、また会報誌 26 号迄の発行、ＨＰの充実を計っていき
ます。

北高 30 期から 60 期生の会員の参加者が少なく、又会費の
納入者も激減しております。門浪会の存続と会報誌の発行は
会員の皆様の会費、寄付金、広告掲載が頼りとなっています。

同窓会 “門浪会 „は継続して、活動していますので、参加
していただきたいと思います。

最近の社会風潮として、人と人との係わりが希薄となり同
窓会運営の厳しさも増すばかりです。伝統ある門浪会存続の
ため会員皆様のご理解と一層のご協力お願い致します。

先輩を尊敬し、後輩をいつくしみ、門浪会会員であること
に誇りを持ちましょう。

令和 6 年４月吉日
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事 務 局 便 り
お世話になっております。門浪会の事務局でございます。まずは、皆様に心よりの挨拶を申し上げます。日
頃のご支援、ご協力、誠にありがとうございます。門浪会は皆さまの絆で成り立っており、これからも一層
の連帯感を大切にして参ります。
事務局では、会員皆様への情報発信と会員相互の絆となるよう門浪会ホームページのリニューアルを行い
ます。新しいサイトは、リアルタイムな情報発信とより親しみいただけるようぺージの更新と新機能の追加
をいたしました。また、スマートフォンやタブレットへの表示にも対応いたしましたので会員相互の情報発
信等にもご利用いただけます。　
◎新機能　・リアルタイムな情報掲載　・「事務局への連絡」機能の追加　・カテゴリーの追加
◎リニューアル実施日　 2024年 6 月 1日（土）

これからも会員皆様への情報発信やコンテンツの拡充に勤めて参りますので引き続きよろしくお願いいたします。
門浪会ホームページ　URL http://www.tonamikai.jp/（門浪会でアクセス）

発行日／2024 年４月１日
発行者／門浪会（門司北高等学校同窓会・門司高等女学校同窓会）

柴野　裕二（北高 25 期）
〒801-0851　北九州市門司区東本町１－６－８
携帯電話 090－2589－3911
E-mail：y.s.1956@outlook.jp
会報委員長　藤木洋一（北高21期）　権藤洋子（北高21期）
印刷所／有限会社田原印刷
〒801-0801　北九州市門司区風師３丁目６－21
TEL　093－331－2200　　FAX　093－331－2220

⑴　会費納入のお願い
本年度も会費の納入をお願い申し上げます。皆様からの会費は、イベントや懇親会の開催、会報誌の制

作など、様々な活動に活かされています。会の運営を円滑に行う上で非常に重要です。一人でも多くの方
のご協力をお願いします。

⑵　協賛広告・寄付金のお願い
運営資金補填のため、会報誌への協賛広告や寄付につきましても、心よりお待ちしております。寄付金

は会費に上乗せをしていただいても結構です。協賛広告は名刺サイズ 5,000 円、名刺サイズ× 2，10,000
円です。広告は、会社、商店、個人、団体いずれも結構です。

⑶　投稿のお願い
『会報誌第 18 号』の原稿を募集しています。会報誌には皆様からの投稿を大歓迎します。思い出やエ
ピソード、近況報告など会報誌を通じでOB同士の交流を深め、絆を築いて頂ければと思います。「随筆」
は 2,000 字程度、「地方便り」は 800 字程度、「その他の会合」等は 400 字程度で作成して集合写真の添付
をお願いいたします。

⑷　原稿・広告共に締め切りは 2024年 12月 31日です。
⑸　会費、寄付金、広告料の振り込みは下記までお願いします。
　・ゆうちょ銀行　０１７２０－６－１３５３２７　門浪会
⑹　ご質問やご意見がございましたら、お気軽に事務局までお知らせください。

皆様とのコミュニケーションを大切にし、門浪会の更なる発展に努めてまいります。

事務局からのお願い

お問い合わせ、原稿の投稿等は下記「門浪会」事務局までお願いします。

―門浪会会報　第十七号―




